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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交流電源（８）からの電圧入力を受信するように設けられ、少なくとも前記電圧入力に
基づいて直流入力（Ｖｄｃ）を出力する電力発生ユニット（２）と、
　前記電力発生ユニット（２）に結合され、前記電力発生ユニット（２）からの直流入力
（Ｖｄｃ）を受信し、前記直流入力（Ｖｄｃ）およびフィードバック入力に基づいて充電
電圧（Ｖｃｃ）を発生させることができる充電制御ユニット（３）と、
　前記充電制御ユニット（３）からの前記充電電圧（Ｖｃｃ）が前記二次電池（９０）に
供給されて前記二次電池（９０）を充電するように、前記充電制御ユニット（３）に電気
的に接続され、直列接続された二次電池（９０）のそれぞれに電気的に接続されるように
設けられた、インタフェースユニット（４）と、
　複数の検出ユニット（５）と、を備え、
　前記検出ユニット（５）のそれぞれは、
　前記二次電池（９０）のうち対応する１つの二次電池（９０）の電圧を前記インタフェ
ースユニット（４）を通して検出して、前記二次電池（９０）のうち対応する１つの二次
電池（９０）の電圧が、予め設定された電圧範囲内であることを検出すると、駆動信号を
発生させる、前記インタフェースユニット（４）に電気的に接続された電圧検出コントロ
ーラ（５１）と、
　前記充電制御ユニット（３）、前記電圧検出コントローラ（５１）および前記インタフ
ェースユニット（４）に電気的に接続され、前記電圧検出コントローラ（５１）からの駆
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動信号、および、前記二次電池（９０）のうち対応する１つの二次電池（９０）の電圧を
、受信し、前記駆動信号によって、前記二次電池（９０）のうち対応する１つの二次電池
（９０）の電圧をフィードバックパワー（Ｖｂ）に変換するように駆動される電圧変換器
（５２）と、を含み、
　前記フィードバック入力は、前記検出ユニット（５）のいずれか一つの検出ユニット（
５）の前記電圧変換器（５２）によって発生されたフィードバックパワー（Ｖｂ）を含み
、
　前記充電制御ユニット（３）は、前記フィードバック入力を受信すると、制御信号を発
生させることができ、前記電力発生ユニット（２）に前記制御信号を出力し、前記制御信
号は、前記充電制御ユニット（３）によって受信した前記フィードバック入力の電圧の大
きさに関連し、
　前記電力発生ユニット（２）は、前記充電制御ユニット（３）からの前記制御信号に基
づいて、前記直流入力（Ｖｄｃ）を減少させることができること、
　を特徴とする、直列接続された二次電池の充電システム。
【請求項２】
　前記検出ユニット（５）のそれぞれの前記電圧変換器（５２）は、前記二次電池（９０
）のうち対応する１つの二次電池（９０）の電圧を上昇させ、その結果、前記充電電圧（
Ｖｃｃ）および前記フィードバックパワー（Ｖｂ）は、同じ電圧を有すること、を特徴と
する、請求項１に記載の直列接続された二次電池の充電システム。
【請求項３】
　前記電力発生ユニット（２）は、
　前記電圧入力を受信するために、前記交流電源（８）に結合するように設けられた第１
入力ポート（２１）と、
　前記充電制御ユニット（３）からの前記制御信号を受信するための第２入力ポート（２
２）と、
　出力ポート（２３）と、
　前記第１入力ポート（２１）と前記第２入力ポート（２２）と前記出力ポート（２３）
とに電気的に接続されたパルス幅変調回路（２４）と、を含み、
　前記パルス幅変調回路（２４）は、前記第１入力ポート（２１）を通して前記電圧入力
を受信し、前記電圧入力および前記制御信号に基づいて直流入力（Ｖｄｃ）を発生させて
、前記出力ポート（２３）を通して前記直流入力（Ｖｄｃ）を出力すること、
　を特徴とする、請求項１に記載の直列接続された二次電池の充電システム。
【請求項４】
　前記充電制御ユニット（３）は、
　前記直流入力（Ｖｄｃ）を受信するために、前記電力発生ユニット（２）の前記出力ポ
ート（２３）に結合された第１入力ポート（３１）と、
　前記フィードバック入力を受信するために、前記検出ユニット（５）の前記電圧変換器
（５２）に結合された第２入力ポート（３２）と、
　前記インタフェースユニット（４）に結合された第１出力ポート（３４）と、
　前記電力発生ユニット（２）の前記第２入力ポート（２２）に結合された第２出力ポー
ト（３５）と、
　前記充電制御ユニット（３）の前記第１および第２入力ポート（３１，３２）と前記第
１および第２出力ポート（３４，３５）に電気的に接続された充電制御回路（３６）と、
を含み、
　前記充電制御回路（３６）は、前記第１入力ポート（３１）を通して前記直流入力（Ｖ
ｄｃ）を受信し、前記第２入力ポート（３２）を通して前記フィードバック入力を受信し
、前記直流入力（Ｖｄｃ）および前記フィードバック入力に基づいて前記充電電圧（Ｖｃ
ｃ）を発生させ、前記フィードバック入力の電圧の大きさに基づいて前記制御信号を発生
させ、前記充電電圧（Ｖｃｃ）を前記第１出力ポート（３４）を通して前記インタフェー
スユニット（４）に出力し、前記制御信号を前記第２出力ポート（３５）を通して前記電
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力発生ユニット（２）の第２入力ポート（２２）に出力すること、
　を特徴とする、請求項３に記載の直列接続された二次電池の充電システム。
【請求項５】
　前記充電制御ユニット（３）は、前記充電制御回路（３６）および前記検出ユニット（
５）のそれぞれの前記電圧検出コントローラ（５１）に電気的に接続された第３入力ポー
ト（３３）を含み、
　前記検出ユニット（５）のそれぞれの前記電圧検出コントローラ（５１）は、検出結果
に基づいて前記二次電池（９０）のうち対応する１つの二次電池（９０）の電圧を示す状
態信号を発生させることができ、前記充電制御ユニット（３）の前記第３入力ポート（３
３）に前記状態信号を出力し、その結果、前記充電制御ユニット（３）の前記充電制御回
路（３６）は、前記第３入力ポート（３３）を通して前記検出ユニット（５）のそれぞれ
の前記電圧検出コントローラ（５１）からの前記状態信号を受信し、前記二次電池（９０
）の充電情報を得ること、
　を特徴とする、請求項４に記載の直列接続された二次電池の充電システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電システム、特に、直列接続された二次電池の充電システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　台湾特許第Ｉ３２３０４８号明細書に開示された複数の直列接続された二次電池を充電
する従来の方法において、充電回路は、充電電圧を供給して二次電池を充電する。さらに
、この充電回路は、１つの二次電池のフル充電を検出すると、充電電圧を低下させる。同
時に、フル充電された二次電池は、他の二次電池から外され、フル充電された二次電池の
充電を終わらせる。これにより、フル充電された二次電池の過充電が避けられる。この結
果、充電電圧は、フル充電された二次電池の数が増加するに従って、徐々に減少する。
【０００３】
　しかしながら、充電回路は、二次電池の数に応じて、様々な充電電圧を提供する必要が
ある。その結果、この充電回路は、比較的複雑な回路設計となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　それゆえに、本発明の目的は、容易に製造できて、電力消費量を抑えることができる、
直列接続された二次電池の充電システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によると、直列接続された二次電池の充電システムを提供する。充電システムは
、
交流電源からの電圧入力を受信するように設けられ、少なくとも電圧入力に基づいて直流
入力を出力する電力発生ユニットと、
　電力発生ユニットに結合され、電力発生ユニットからの直流入力を受信し、直流入力お
よびフィードバック入力に基づいて充電電圧を発生させることができる充電制御ユニット
と、
　充電制御ユニットからの充電電圧が二次電池に供給されて二次電池を充電するように、
充電制御ユニットに電気的に接続され、直列接続された二次電池のそれぞれに電気的に接
続されるように設けられた、インタフェースユニットと、
　複数の検出ユニット（５）と、を備え、
　検出ユニットのそれぞれは、
　二次電池のうち対応する１つの二次電池の電圧をインタフェースユニットを通して検出
して、二次電池のうち対応する１つの二次電池の電圧が、予め設定された電圧範囲内であ
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ることを検出すると、駆動信号を発生させる、インタフェースユニットに電気的に接続さ
れた電圧検出コントローラと、
　充電制御ユニット、電圧検出コントローラおよびインタフェースユニットに電気的に接
続され、電圧検出コントローラからの駆動信号、および、二次電池のうち対応する１つの
二次電池の電圧を、受信し、駆動信号によって、二次電池のうち対応する１つの二次電池
の電圧をフィードバックパワーに変換するように駆動される電圧変換器と、を含み、
　フィードバック入力は、検出ユニットのいずれか一つの検出ユニットの電圧変換器によ
って発生されたフィードバックパワーを含み、
　充電制御ユニットは、フィードバック入力を受信すると、制御信号を発生させることが
でき、電力発生ユニットに制御信号を出力し、制御信号は、充電制御ユニットによって受
信したフィードバック入力の電圧の大きさに関連し、
　電力発生ユニットは、充電制御ユニットからの制御信号に基づいて、直流入力を減少さ
せることができる。
【０００６】
　本発明の他の特徴および効果は、添付図面を参照して、以下の好ましい実施形態の詳細
な説明において明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明に係る直列接続された二次電池の充電システムの一実施形態を示す回路ブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、本発明に係る直列接続された二次電池の充電システムの一実施形態を示す回路
ブロック図である。充電システムは、電力発生ユニット２、充電制御ユニット３、インタ
フェースユニット４、複数の検出ユニット５、および、電池ユニット９を含んでいる。本
実施形態では、電池ユニット９は、３個の直列接続された二次電池９０を含んでいる。
【０００９】
　電力発生ユニット２は、第１入力ポート２１、第２入力ポート２２、出力ポート２３、
および、第１入力ポート２１と第２入力ポート２２と出力ポート２３とに結合したパルス
幅変調（ＰＷＭ）回路２４を含む。第１入力ポート２１は、交流電源８からの電圧入力を
受信するために、交流電源８に電気的に接続されるように設けられている。ＰＷＭ回路２
４は、少なくとも電圧入力に基づいて直流入力Ｖｄｃを発生させることができる。直流入
力Ｖｄｃは出力ポート２３を通して出力される。
【００１０】
　充電制御ユニット３は、第１入力ポート３１、第２入力ポート３２、第３入力ポート３
３、第１出力ポート３４、第２出力ポート３５、および、第１～第３入力ポート３１～３
３と第１、第２出力ポート３４，３５とに電気的に接続された充電制御回路３６を含んで
いる。第１入力ポート３１は、電力発生ユニット２から直流入力Ｖｄｃを受信するために
、電力発生ユニット２の出力ポート２３に結合されている。第２出力ポート３５は、電力
発生ユニット２の第２入力ポート２２に結合されている。充電制御サーキット３６は、少
なくとも直流入力Ｖｄｃに基づいて充電電圧Ｖｃｃを発生させることができる。充電電圧
Ｖｃｃは、第１出力ポート３４を通して出力される。
【００１１】
　インタフェースユニット４は、充電制御ユニット３の第１出力ポート３４に電気的に接
続されると共に、電池ユニット９の二次電池９０のそれぞれに電気的に接続されるように
設けられている。その結果、充電制御ユニット３の第１出力ポート３４からの充電電圧Ｖ
ｃｃが、電池ユニット９に供給され、二次電池９０を充電する。
【００１２】
　検出ユニット５のそれぞれは、充電制御ユニット３およびインタフェースユニット４に
電気的に接続されている。検出ユニット５のそれぞれは、インタフェースユニット４を通
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して電池ユニット９の対応する二次電池９０の電圧を検出し、電池ユニット９の対応する
二次電池９０の電圧が、予め設定された電圧範囲内であることを検出すると、電池ユニッ
ト９の対応する二次電池９０の電圧に基づいてフィードバックパワーＶｂを発生させるこ
とができる。そして、検出ユニット５のそれぞれは、フィードバックパワーＶｂを充電制
御ユニット３に出力する。その結果、充電電圧Ｖｃｃは、更に、検出ユニット５のいずれ
か１つからのフィードバックパワーＶｂに基づいて、充電制御ユニット３によって発生さ
れる。本実施形態において、検出ユニット５のそれぞれは、電圧検出コントローラ５１お
よび電圧変換器５２を含んでいる。検出ユニット５ごとに、電圧検出コントローラ５１は
、インタフェースユニット４および充電制御ユニット３の第３入力ポート３３に接続され
ている。検出ユニット５のそれぞれは、対応する二次電池９０の電圧を検出して、対応す
る二次電池９０の電圧が、予め設定された電圧範囲内であることを検出すると、駆動信号
を発生させることができる。さらに、電圧検出コントローラ５１は、対応する二次電池９
０の電圧を検出することによって生じた検出結果に基づいて、対応する二次電池９０の電
圧を示す状態信号を発生させ、この状態信号を充電制御ユニット３の第３入力ポート３３
に出力することができる。その結果、充電制御ユニット３の充電制御回路３６は、第３入
力ポート３３を通して、それぞれの検出ユニット５の電圧検出コントローラ５１からの状
態信号を受信して、電池ユニット９の充電情報を得る。本実施形態では、状態信号は、図
示しない光学結合器（オプティカル・カプラ）を使用して発生される。電圧変換器５２は
、電圧検出コントローラ５１、インタフェースユニット４および充電制御ユニット３の第
２入力ポート３２に電気的に接続されている。電圧変換器５２は、電圧検出コントローラ
５１からの駆動信号、および、インタフェースユニット４を通して対応する二次電池９０
の電圧を受信する。電圧変換器５２は、駆動信号によって駆動され、対応する二次電池９
０の電圧をフィードバックパワーＶｂに変換する。フィードバックパワーＶｂは、電圧変
換器５２から、第２入力ポート３２を通して充電制御ユニット３の充電制御回路３６に出
力される。本実施形態では、それぞれの検出ユニット５の電圧変換器５２は、対応する二
次電池９０の電圧を上昇させる。その結果、充電電圧Ｖｃｃおよびフィードバックパワー
Ｖｂは、同じ電圧を有する。
【００１３】
　充電制御ユニット３の充電制回路３６は、検出ユニット５のうちのいずれか１つの検出
ユニット５の電圧変換器５２からのフィードバックパワーＶｂを受信すると、制御信号を
発生させることができる。そして、充電制回路３６は、この制御信号を電力発生ユニット
２の第２入力ポート２２に出力することができる。制御信号は、充電制御ユニット３の充
電制回路３６によって受信されたフィードバックパワーＶｂの大きさに関連している、こ
とに注目すべきである。結果として、電力発生ユニット２のＰＷＭ回路２４は、第２入力
ポート２２を通して制御信号を受信し、この制御信号に基づいて直流入力Ｖｄｃを減少さ
せることができる。
【００１４】
　要するに、検出ユニット５の存在のため、電力発生ユニット２は、複雑な回路設計無し
で、充電制御ユニット３によって受信されたフィードバックパワーＶｂの大きさに従って
、直流入力Ｖｄｃを減少させることができる。したがって、本発明に係る充電システムは
、容易に製造でき、電力消費量を抑えることができる。
【００１５】
　本発明は、最も実用的で、好ましい実施形態と考えられるものと関連して説明されたが
、本発明が明示された実施形態に限られず、すべてのこの種の修正および同等の装置を包
含するように最も広い解釈の精神と範囲に含まれたさまざまな装置をカバーすることを目
的とするものと理解される。
【符号の説明】
【００１６】
　　２　電力発生ユニット
　　２１　第１入力ポート
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　　２２　第２入力ポート
　　２３　出力ポート
　　２４　パルス幅変調（ＰＷＭ）回路
　　３　充電制御ユニット
　　３１　第１入力ポート
　　３２　第２入力ポート
　　３３　第３入力ポート
　　３４　第１出力ポート
　　３５　第２出力ポート
　　３６　充電制御回路
　　４　インタフェースユニット
　　５　検出ユニット
　　５１　電圧検出コントローラ
　　５２　電圧変換器
　　８　交流電源
　　９　電池ユニット
　　９０　二次電池

【図１】
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